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最大事後確率則最大事後確率則

入力パターンが与えられてそれがどのカテ
ゴリに属するかを決めるとき，それが属する
可能性が最も高いカテゴリを選ぶ．

これは，事後確率が最大のカテゴリに分類
することに対応．
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カテゴリの対数事後確率カテゴリの対数事後確率

対数をとっても大小関係は変わらないた
め，事後確率の対数をとったものを用いる．

ベイズの定理より

従って，
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推定方法推定方法

：訓練標本

：カテゴリ に属する訓練標本数

事前確率 ：カテゴリ に含まれる標
本の割合で推定

条件付き確率 ：ガウスモデルに
対する最尤推定
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ガウスモデル（正規分布）ガウスモデル（正規分布）

次元の確率ベクトル：

２つのパラメータ：

カテゴリ の平均ベクトル

カテゴリ の分散共分散行列
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ガウスモデルにおける最尤推定ガウスモデルにおける最尤推定

ガウスモデルの最尤推定量
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カテゴリの対数事後確率の計算カテゴリの対数事後確率の計算

分類したい入力パターンを とすれば，

カテゴリの対数事後確率は の二次形式
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共分散行列が共通のとき共分散行列が共通のとき

各カテゴリの分散共分散行列が等しいという前
提知識があるとき，

共通の分散共分散行列 の最尤推定量は
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共分散行列が共通のとき（続き）共分散行列が共通のとき（続き）

各カテゴリの分散共分散行列が等しい時，

カテゴリの対数事後確率は の一次形式x
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決定境界の計算決定境界の計算

カテゴリ数 の場合，決定境界は次の方
程式で与えられる．

ガウスモデルと最尤推定を用いたとき，決定境
界は二次形式．

更に分散共分散行列が共通のとき，決定境界
は一次形式，即ち，超平面(hyper-plane) ．
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演習演習

入力次元 ，カテゴリ数

各カテゴリの事前確率：

各カテゴリの条件付き確率 は正規分布．
平均と分散共分散行列はそれぞれ

1.上記の設定のもと，
最大事後確率則に基づいた
決定境界を求めよ
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演習(続き)演習(続き)

2.演習１の問題で事前確率を次のように設定する．

に対する決定境界を求めよ

を の間で変化させれば決定境界はど
のように変化するか？
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演習(続き)演習(続き)

3.演習１の問題で共分散行列を次のように設定する

これは，各カテゴリのデータを だけ回転させたも
のに対応している(次ページの図参照）

に対する決定境界を求めよ．

を の間で変化させれば，決定
境界はどのように変化するか？
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演習(続き)演習(続き)
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小レポート：計算機実験小レポート：計算機実験

平均ゼロ，標準偏差 の正規分布に従う1次元の
標本を50個 独立に発生させる

モデル：

事前確率：

計算機実験で，経験ベイズ法に基づいて を適当な範
囲から選択せよ（例えば ）

選んだ を用いて，ＭＡＰ推定量 を計算機実験で
求めよ．また，最尤推定量 も求めよ．

標本数や を変えて繰り返し実験を行い，二つの推
定法の精度（ と の誤差）について考察せよ．

〆切は来年最初の講義（1月16日）の開始時
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